




要約:障害を持った幼児の多くは、障害に関する専門機関とは別に保育所等に通園するケ

ースが多い。ところが、保育所でその子どもを担当する保母は、必ずしも障害児教育の専

門家であるというわけではないため、常に不安を抱きつつ係っているというのが現状であ

ろう。その不安の現状を分析し、特別なことを実施することよりも保母として係ること、

つまり、保母としての専門性を再確認してもらうための方法を検討した。


